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兵 庫 国 道 事 務 所兵庫県の交通事故

一般幹線道路の死傷事故件数・死亡事故件数の推移
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【H20】
死傷事故：13,161件
死亡事故：75件

【H29】
死傷事故：10,367件
死亡事故：64件

H29死亡
事故増加

直轄国道の死傷事故件数・死亡事故件数の推移
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【H20】
死傷事故：4,417件
死亡事故：34件

【H29】
死傷事故：3,381件
死亡事故：15件

兵庫県内の一般幹線道路及び直轄国道の死傷事故件数は、減少傾向にある。

死亡事故件数において、一般幹線道路はH23、直轄国道はH22をピークに、その後大幅に減少。

出典： H29ITARDA事故データ（兵庫県H20-H29） 3

1. はじめに
兵 庫 国 道 事 務 所兵庫県の交通事故

直轄国道の死傷事故率（H26～H29） 直轄国道の死傷事故率順位（H26～H29）

出典： H22道路交通センサス、H29ITARDA事故データ
（兵庫県内直轄国道H26-H29）

注）死傷事故率の表示はH22道路交通センサスの
交通調査基本区間番号単位とする

国道2号(側道)加古川市
東神吉町西井ノ口付近
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注）死傷事故率の表示はH22道路交通センサスの交通調査基本区間番号単位とする
出典： H22道路交通センサス、H29ITARDA事故データ（兵庫県内直轄国道H26-29）

300(件/億台ｷﾛ)以上

100～300(件/億台ｷﾛ)

100(件/億台ｷﾛ)未満

死傷事故率 凡例

兵庫県内の直轄国道において、死傷事故率が特に高い区間は国道2号に集中している。

七宮交差点は死傷事故率が直轄国道中4位で、事故危険箇所、事故ゼロプラン箇所に該当している。
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1. はじめに

事故危険箇所及び事故ゼロプラン箇所に該当



兵 庫 国 道 事 務 所七宮交差点の位置
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2. 七宮交差点の概要
兵 庫 国 道 事 務 所七宮交差点の道路形状及び交通量

七宮交差点

3

至

姫
路

至 大阪

【写真】阪神高速入口の状況

国道2号の交通量

出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
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市道湊町線の交通量
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17時台が
ピーク

17時台が
ピーク

下り（至 姫路）

上り（至 大阪）

下り（至 新開地駅）

上り（至 国道2号）

3

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

阪神⾼速⼊⼝

七宮交差点から阪神高速入口への車線があり、複雑な形状の大規模交差点である。

国道2号、市道の交通量は17時台がピークとなり、国道2号は2.6千台/時（36千台/日）である。
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国道2号

36千台/日

阪神高速

89千台/日

市道湊町線

22千台/日

⾄
新
開
地
駅

2. 七宮交差点の概要

兵 庫 国 道 事 務 所七宮交差点の交通流動

至

大
阪

至

姫
路

至 新開地

七宮
交差点

阪神高速
柳原西行料金所

3

七宮交差点を通過する車両は
ほとんど直進

七宮交差点の方向別交通量（夕方 17:20～18:20 の1時間交通量）

交
通
量
（
台/

時
）

出典：交通挙動調査結果
（H29.7.25（火） 17:20～18:20）

平面図（七宮交差点改良前）

右折
阪神⾼速⼊⼝

直進

国道2号姫路方面の夕方のピーク時間帯について、七宮交差点の方向別交通は多くが直進車両である。

7

2. 七宮交差点の概要
兵 庫 国 道 事 務 所

車両単独

3%

【車両相互】

追突

16%

【車両相互】

出合頭

6%

【車両相互】

右折時

52%

【車両相互】

左折時

13%

【車両相互】

その他

10%
優先通行防止等

39%

安全運転義務違反

18%

交差点安全進行義務違反

15%

信号無視

10%

横断自転車妨害等

3%

その他

15%

16～24歳

20%

25～64歳

67%

65歳以上

13%

自動車-自動車

52%

自動車-二輪車

26%

自動車-自転車

18%

二輪車-二輪車

2%

二輪車-その他

2%

右折時の車両相互事故が最も多く約5割を占め、次いで、追突時の事故が多い状況。

法令違反では、優先通行防止等が約4割、安全運転義務違反が約2割を占める。

自転車に関連する事故が約２割存在し、また、第1当事者の約7割が25～64歳である。

交通事故統計データによる事故発生状況

事故類型

出典： H29ITARDA事故データ（兵庫県H20-H29） 8

死傷事故の当事者種別割合 死傷事故の第1当事者年齢割合

死傷事故の法令違反別割合

3. 七宮交差点の交通事故対策前の事故状況



兵 庫 国 道 事 務 所

⾄⼤阪

⾄
姫
路

⾄新開地

阪神⾼速
柳原⻄⾏料⾦所3

⾄
⼤
阪

⾄
姫
路

⾄ 新開地

⻄出町
交差点七宮

交差点

注）事故状況は検討当時最新のH22～H25を対象として整理。

①右折事故③自転車事故

⑤織り込み事故

⑦追突事故 ④自転車事故

交通事故の課題と要因のまとめ
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※信号が⻘⾊から⻩⾊に変化した際、
交号差点を通過するか否か迷ってしまう範囲

3. 七宮交差点の交通事故対策前の事故状況

車（右折-直進時）：18件（内 重大事故1件）

【要因】

・対向右折車両の滞留と、交差点手前のカーブ区間の影響による

直進車両の視認性の低下

・阪神高速利用車両の早めのウィンカーによる右折の誤認

車（右左折-自転車）：17件（内 重大事故1件）

【要因】

・右折車は橋脚が死角となり、急な自転車の飛び出しを視認し難い

・交差点が広く、右左折車は速度が出やすい

車両相互（出合い頭）：3件

車両相互（すれ違い時）：2件

【要因】

・阪神高速入口付近での織り込み

車両相互（追突）：7件

【要因】

・交差点が広く※ジレンマゾーンでの
追突事故も多数発生

車（右左折-自転車）：8件

【要因】

・国道からの右折は青時間が短いため、
速度が出やすく、急な自転車の飛び出しを視認し難い

車両相互（出合い頭）：3件

車両相互（すれ違い時）：2件

【要因】

・阪神高速へ入る車両が車線運用を複雑化させており、
織り込み事故が発生

⑥織り込み事故

⑧危険な車線変更
【要因】

・交差点流出部でほぼ全車両が
右側へ車線変更する。

②右折事故
車（右折-直進時）：10件（内 重大事故2件）

【要因】

・対向右折車両の滞留による直進車両の視認性の低下

・右折停止位置が後退しており、橋脚が視認性を阻害

兵 庫 国 道 事 務 所交通事故対策内容の検討

① 国道2号の姫路行き ｜ 右折事故発生

② 国道2号の大阪行き ｜ 右折事故発生

③ 国道2号の大阪行き ｜ 追突事故発生

④ 国道2号の横断歩道上 ｜ 自転車事故発生

⑤ 市道の横断歩道上 ｜ 自転車事故発生

⑥ 国道2号の姫路行きの交差点手前 ｜ 織り込み事故発生

⑦ 国道2号の姫路行きの阪神高速入口手前 ｜ 織り込み事故発生

⑧ 国道2号の姫路行きの交差点流出部 ｜ 危険な車線変更発生

国道2号の姫路⾏き
右折⾞線の移設

交差点のコンパクト化
＋横断歩道の前出

⾞線運⽤変更
＋カラー連携標⽰

⾞線運⽤変更
（1⾞線ゼブラ)

交通事故の課題 対策
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4. 七宮交差点の交通事故対策の検討

A

B

C

D

改良前 改良後

D ⾞線運⽤変更
（1⾞線ゼブラ)

[要因⑧に対応した対策]

C ⾞線運⽤変更
＋カラー連携標⽰

[要因⑥⑦に対応した対策]

交通事故
対策

B 交差点のコンパクト化
＋横断歩道の前出し

[要因②③④に対応した対策]

七宮
交差点

⾄
⼤
阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地
A 国道2号姫路⾏きで

右折⾞線の移設
[要因①⑤に対応した対策]

兵 庫 国 道 事 務 所

右折車線を新設（移設）し、対向する直進車両に対する視認性を確保。
間違え車両の急な車線変更の抑制・変更時の空間を確保。

対策A｜右折車線新設(阪神高速高架下活用)[要因①⑤]
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4. 七宮交差点の交通事故対策の検討

七宮
交差点

⾄ ⼤阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

対策前

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

対策後

A 国道2号姫路⾏きで
右折⾞線の移設
[要因①⑤に対応した対策]

兵 庫 国 道 事 務 所対策B｜コンパクト化(横断歩道前出し)[要因②③④]

12

交差点をコンパクト化することで、対向する直進車両に対する視認性を確保。
また、ジレンマゾーンを縮小し、横断歩道も前に出し、橋脚による死角を減らした。

4. 七宮交差点の交通事故対策の検討

七宮
交差点

⾄ ⼤阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

対策前

⾄
姫
路

⾄
⼤
阪

対策後

B 交差点のコンパクト化＋横断歩道の前出し
[要因②③④に対応した対策]



兵 庫 国 道 事 務 所

七宮
交差点

⾄ ⼤阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

対策前

対策後 ⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

C ⾞線運⽤変更
＋カラー連携標⽰

[要因⑥⑦に対応した対策]

対策C｜車線運用変更＋カラー連携表示[要因⑥⑦]
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車線運用が明確になるように案内標識設置・カラー舗装化し、右折する車両や阪神高速への迷い車両
を解消させ、急な車線変更車両を削減。

4. 七宮交差点の交通事故対策の検討
兵 庫 国 道 事 務 所対策C｜車線運用変更＋カラー連携表示[要因⑥⑦]

14

車線運用が明確になるように案内標識設置・カラー舗装化し、右折する車両や阪神高速への迷い車両
を解消させ、急な車線変更車両を削減。

4. 七宮交差点の交通事故対策の検討

七宮
交差点

⾄ ⼤阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地

対策前 対策後

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

C ⾞線運⽤変更
＋カラー連携標⽰

[要因⑥⑦に対応した対策]

兵 庫 国 道 事 務 所対策C｜車線運用変更＋カラー連携表示[要因⑥⑦]
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車線運用が明確になるように案内標識設置・カラー舗装化し、右折する車両や阪神高速への迷い車両
を解消させ、急な車線変更車両を削減。

4. 七宮交差点の交通事故対策の検討

七宮
交差点

⾄ ⼤阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地

改良前 改良後

C ⾞線運⽤変更
＋カラー連携標⽰

[要因⑥⑦に対応した対策]

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

対策前 対策後

兵 庫 国 道 事 務 所対策D｜車線運用変更(1車線ゼブラ化)[要因⑧]
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1車線をゼブラにし、右側へ車線変更する車両を極力削減。

4. 七宮交差点の交通事故対策の検討

七宮
交差点

⾄ ⼤阪

阪神高速
柳原西行料金所

3

西出町
交差点⾄

姫
路

⾄ 新開地

対策前 対策後

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

D ⾞線運⽤変更（1⾞線ゼブラ)
[要因⑧に対応した対策]



兵 庫 国 道 事 務 所急な車線変更台数の変化（七宮交差点手前）

対策前後でビデオ撮影し、車線変更車両を計測した結果、カラー舗装化及び案内標識設置により、走
行する車線が事前に把握しやすくなったことで、車線変更台数が削減、事故発生の危険性が低下。

17

5. 対策後の効果検証（速報） ビデオ観測による交通変化把握

出典：交通調査結果
対策前：H29.7.25(火) 17:20～18:20
対策後：R元.9.24(火)  17:40～18:40
注）交通量が最大となる1時間を対象

七宮
交差点

七宮
交差点

対策前

対策後

【凡例】
車線変更した車両 ｜ 対策前 対策後
車線変更していない車両｜ 対策前 対策後

注)右折⾞線︓対策前︓第4⾞線、対策後︓第4・5⾞線

右折車線

右折車線からの変更車線

阪高車線

右折車線からの車線変更

前)194台/h

後)251台/h

左図

1%

85%

14%
0%0%

93%

7%
0%

0%

50%

100%

第1車線 第2車線 第3車線 第4車線

(+第5車線)

前)581台/h

後)579台/h

右折車線阪高車線

第2車線からの車線変更 左図

第2走行車線からの変更車線

右折車線から阪神高速車線へ
の交通が減少した

阪神高速車線への迷い交通
が減少した

車線変更計測エリア 右折車線走行車両

第2車線走行車両

⾄ 新開地

⾄
姫
路

⾄
⼤
阪

⾄ 新開地

⾄
姫
路

⾄
⼤
阪

新 開 地

阪 神 高 速

明 石 姫 路

明 石 姫 路

阪 神 高 速

明 石 姫 路

明 石 姫 路

兵 庫 国 道 事 務 所急な車線変更台数の変化（阪神高速入口後）
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出典：交通調査結果
対策前：H29.7.25(火) 17:20～18:20
対策後：R元.9.24(火)  17:40～18:40
注）交通量が最大となる1時間を対象

第4車線ゼブラ化により走行車線が制限されたことで、右車線への車線変更台数が削減、事故発生の危
険性が低下。

対策前

対策後

車線変更計測エリア 第3車線走行車両

七宮
交差点

⾄ 新開地

⾄
姫
路

⾄
⼤
阪

阪神高速
柳原西行料金所

七宮
交差点

⾄ 新開地

⾄
姫
路

⾄
⼤
阪

阪神高速
柳原西行料金所

0% 1%
28%

71%

0% 0%

100%

0%

50%

100%

第1車線 第2車線 第3車線 第4車線

第3車線からの変更車線

第3車線からの車線変更 左図

ゼ
ブ
ラ
化

前)384台/h

後)412台/h

第3車線から第4車線への
車線変更は解消した

【凡例】
車線変更した車両 ｜ 対策前 対策後
車線変更していない車両｜ 対策前 対策後

5. 対策後の効果検証（速報） ビデオ観測による交通変化把握

兵 庫 国 道 事 務 所対策前の交通状況
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5. 対策後の効果検証（速報） ビデオ観測による交通変化把握

撮影⽇︓H29.7.25
時間帯︓17時台

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

兵 庫 国 道 事 務 所対策後の交通状況
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⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

撮影⽇︓R元.9.24
時間帯︓17時台

5. 対策後の効果検証（速報） ビデオ観測による交通変化把握



兵 庫 国 道 事 務 所

ETC2.0対応車載器・カーナビを搭載した車両の走行履歴・挙動履歴を収集し、加工・集計したデータ

ETC2.0プローブデータによる交通解析

■ETC2.0対応車載器・カーナビを搭載した車両数(H31年3月現在)：
全国 416万台(セットアップ率 5.09%)
兵庫県 19万台(セットアップ率 6.16％)

出典）ETC総合情報ポータルサイトの公表情報をもとに作成。
平成31年3月末時点でETC2.0車載器のセットアップが完了した件数。

注１）セットアップ率は自動車保有台数より算出
自動車保有台数は「都道府県別・車種別自動車保有台数（軽自動車含む）」((一社)自動車検査登録情報教会)
によるH31.3月末の台数。

ETC2.0プローブデータの仕様と特徴

（出典） 国総研資料

ETC2.0プローブデータの収集イメージ
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ETC2.0プローブデータとは

5. 対策後の効果検証（速報）

項目 内容

データ蓄積の
タイミング

①所定のタイミング
200m以上走行 等

②所定の閾値を超えたタイミング
前後加速度の値が
閾値±0.25以上・以下 等

蓄積情報 ①走行履歴
時刻、位置情報(緯度経度)、速度 等

②挙動履歴
時刻、位置情報(緯度経度)、走行方向、
速度、ヨー加速度、前後加速度、
左右加速度 等

蓄積データの
送信タイミング

高速道路、直轄国道に設置された
道路アンテナ(RSU)通過時

データ制約
※一部の走行履
歴、挙動履歴
データ削除

①プライバシー保護
エンジンON/OFF地点前後のデータ

削除

②データ蓄積容量
蓄積データ容量を超える場合は、
古いデータから上書き
・走行履歴：走行距離80km程度の

データ
・挙動履歴：31データ

兵 庫 国 道 事 務 所

直進

阪神高速

右折

右折

阪神高速

直進

38 37 35 39 40 35 29 26 14 19 27 42 47 39 19 41

41 42 37 36 40 40 32 13 19 31 39 51 47 49 50 48

44 43 43 41 38 36 25 18 18 17 36 31 41 45 45 45

46 35 41 42 40 39 20 18 16 20 26 41 46 45 49 48

32 20 46 45 34 34 32 25 30 16 36 54 50 56 30 43

44 58 33 40 48 36 38 32 14 18 36 54 56 54 55 46

36 49 48 43 40 36 31 34 7.2 14 17 37 41 42 49 44

16 41 48 42 46 35 32 34 17 41 27 49 74 50 54 43

8.4 8.3 12 17 23 28 20 29 17 4.6 47 33 48 37 51 46

8.5 9.5 8.5 15 20 32 26 39 31 44 43 58 46 57 49 50

12 10 19 27 18 33 31 32 32 31 33 46 50 49 48 50

8.4 7.4 22 24 29 34 22 30 13 38 40 32 48 53 51 51

17時台
18時台

17時台
18時台

17時台
18時台

17時台
18時台

17時台
18時台

17時台
18時台

対策前後の17・18時台の速度変化

対
策
前

データ：ETC2.0プローブ（対策前：H30.6～7 平日 、対策後：R元.6～7 平日 ） ※地点速度を20ピッチで集計

速度低下の改善

対
策
後

西出町
交差点

七宮
交差点

速度低下の改善

速度低下の改善

凡例
■ 60km/h ～
■ ～ 50km/h
■ ～ 40km/h
■ ～ 30km/h
■ ～ 20km/h
■ ～ 10km/h
■ サンプル無し

凡例
■ 60km/h ～
■ ～ 50km/h
■ ～ 40km/h
■ ～ 30km/h
■ ～ 20km/h
■ ～ 10km/h
■ サンプル無し

急な車線変更・迷い交通による交通阻害が緩和し、交通が円滑化。
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5. 対策後の効果検証（速報） ETC2.0プローブデータによる交通解析

西出町
交差点

七宮
交差点

兵 庫 国 道 事 務 所

右折

阪神
高速

直進
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度
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]

対策前後の17時台の急ブレーキ変化

西出町
交差点

七宮
交差点

阪神高速へ向かう車両の
迷いによる急ブレーキが削減

右折車両は対向直進車両が確認しやすくなったことや滞留が減少したことで急ブレーキが削減。阪神
高速車両は迷いによる急ブレーキが削減。なお、右折車線移動時や案内標識確認等でブレーキ発生。

23データ：ETC2.0プローブ（対策前：H30.6～7 平日 17時台、対策後：R元.6～7 平日 17時台）

右折直前(対向直進車両確認)の
急ブレーキが減少

西出町交差点付近の
右折・阪神高速車両の車線変更阻害による
直進車両の急ブレーキ削減

凡例
■ 対策前
■ 対策後

【急ブレーキ回数】
20m区間内の単位車両あたりの
前後加速度-0.3G以下の車両数
一般的に旅客輸送では、
-0.3G以下となると乗客に
不快感を与えるとされている。

右折車両の滞留が減少し
急ブレーキ削減

対策前：N=590

対策後：N=850

対策前：N=153

対策後：N=77

対策前：N=70

対策後：N=162

5. 対策後の効果検証（速報） ETC2.0プローブデータによる交通解析
兵 庫 国 道 事 務 所
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対策前後の17時台の急ハンドル変化

西出町
交差点

七宮
交差点

阪神高速へ向かう車両の
急な車線変更が削減

右折・阪神高速車両及び直進車両の急な車線変更が削減し、交通安全性が向上。

24データ：ETC2.0プローブ（対策前：H30.6～7 平日 17時台、対策後：R元.6～7 平日 17時台）

急な車線変更を行う
車両が削減

【急ハンドル回数】
20m区間内の単位車両あたりの
ヨー角速度｜±8.5deg/s｜以上
の車両数

急な車線変更を行う
車両が削減

対策前：N=590

対策後：N=850

対策前：N=153

対策後：N=77

対策前：N=70

対策後：N=162

5. 対策後の効果検証（速報） ETC2.0プローブデータによる交通解析

凡例
■ 対策前
■ 対策後



兵 庫 国 道 事 務 所阪神高速入口への進入状況
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6. 更なる安全性確保に向けて

⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

阪神⾼速⼊⼝

【場面１】

阪神高速入口への進入車線の誤り。

撮影⽇︓R元.9.24
時間帯︓17時台

兵 庫 国 道 事 務 所阪神高速入口への進入状況
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⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

阪神⾼速⼊⼝

【場面2】

阪神高速入口へ誤って進入。

撮影⽇︓R元.9.24
時間帯︓17時台

6. 更なる安全性確保に向けて

兵 庫 国 道 事 務 所阪神高速入口への進入に対する対策

阪神高速入口への進入車線の誤りや誤った進入が確認されたため、更なる安全確保に向けて、阪神高
速入口であることがわかるようカラー舗装を今後実施予定。
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⾄ 姫路

⾄ ⼤阪

阪神⾼速⼊⼝

カラー舗装化

カラー舗装化

6. 更なる安全性確保に向けて


